
み や ぎ の 多 文 化 な 人 宮城県内で活躍している海外出身者をご紹介します。
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賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただ
ける個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙「みやぎの国際情報誌 倶楽部ＭＩＡ」の
　定期送付（年６回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加費の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指定
　する国内外の旅行代金の一部割引 　
　宮交観光サービス（株）　
◎企業会員については世界各国国旗の無償貸し出し、及び
　当協会の外国人スタッフ等による国際理解出前講座の
　無償提供
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（公財）宮城県国際化協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。

公益財団法人宮城県国際化協会

倶楽部

――ご出身や子どものころのことをお聞かせください。
　ジャワ島の中部チラチャップ県に生まれて、高校を卒業するまでいまし
た。首都のジャカルタから車で８時間ぐらいかかります。その昔、オランダと
インドネシアが戦ったときの遺構がいろいろ残っています。いまは工業も盛
んでセメント工場や電力会社などがあります。
　家族は父と母と１０歳違いの弟ひとりです。両親の仕事は農業です。米と
野菜を作っていました。インドネシアは暑いので米は一年に２，３回収穫でき
ます。子どものころは稲刈りなどをよく手伝っていました。インドネシアでは
成績が悪いと小学１年生から落第するので、勉強もまあまあがんばりまし
た。それから、両親ともにイスラム教徒ですので、わたしも小学生のころか
ら毎朝４時半ごろ父に起こされて、モスクに通っていました。
――日本で介護の仕事をするきっかけは？
　高校を卒業してから、ジョグジャカルタにある看護専門学校に進学しまし
た。看護の勉強をしているときに日本のEPA介護福祉士候補者（※）につい
て知りました。インドネシアでは看護の仕事は探すのも難しいですし、給料
もあまり高くありません。EPAは看護の知識も生かせると聞いて興味を持
ち、受験しました。
――では、そのときから日本語を勉強したのですね。
　そうです。受験を意識してから専門学校で日本語の勉強を少しずつ始
め、EPA合格後はバンドンで半年、日本に来てから横浜で半年、集中的に日
本語を勉強しました。日本語の勉強は面白かったですが、とにかく漢字が難
しかったです。書く練習と読む練習をたくさんしました。いまは基本的な漢
字でしたら読むのはだいたいだいじょうぶですが、手で書くのはいまでもた
いへんです。パソコンやスマートフォンでしたら書くのもOKです。
――介護の仕事はどうですか？
　名取の宮城福祉会に来たのは２０１０年１２月です。車いすの使い方、おむ
つの交換といった仕事をひとつひとつスタッフに教えていただきましたが、
当時わたしはその説明の半分ぐらいしか日本語を理解できませんでした。
分からないことばはメモしておいて、あとで調べたり教えてもらったりして
いました。
――介護福祉士の資格試験はどうでしたか？
　名取に来て最初の２年は月曜日から金曜日まで毎日２時間ずつ日本語の
勉強の時間がありました。３年目から介護福祉士の試験勉強も始めました。
先生は職場の先輩スタッフでした。先輩スタッフが仕事で忙しいときは自習
することもありました。そうして、２０１４年に受験しましたが、１点足りずに不
合格となり、帰国することになってしまいました。ですが、日本に戻りたかっ
たので自分で復習して次の年にもういちど受験して、合格しました。

――そして、また名取に帰ってこられたのですね。
　再受験のときも宮城福祉会の寮に泊めていただき、「合格したら帰って
きてね」と言われていました。とてもありがたかったです。そして、２０１７年４
月に帰ってくることができました。いまは日々の介護の業務だけではなく
て、EPAの後輩たちが全部で８人いるので週２回、かれらの日本語の勉強
のサポートもしています。
――日本に初めて来てから８年以上が経ちましたが、日本での生活には慣
れましたか？
　日本でしばらく暮らしてからインドネシアに一時帰国したときに、インド
ネシア人が仕事中に携帯電話で仕事と関係ないことをしているのを見て、
とても違和感を覚えました。知らない間に考え方や感覚が少し日本的に
なっているようです。
――日本人が外国人と一緒に働くときに注意してほしいことはありませんか？
　わたしは名取に来る前に日本語を約１年勉強しましたが、１年ぐらいでは日
本人がふつうに話す日本語は聞き取れません。ゆっくりはっきりやさしいこ
とばを使って話してもらえれば分かります。いま宮城福祉会の日本人スタッ
フはEPAの後輩たちと話すときに「やさしい日本語」で話してくれます。８年
前はだれも話せなかった「やさしい日本語」が使えるようになったようです。
――最後にこれからの目標をおしえてください。
　日本語能力試験のN2を目指します。日本語はもっともっと勉強しなけれ
ばなりません。
　それから、いまは国にいる妻と２歳の子どもを呼び寄せて、一緒に暮らし
たいです。ですが、子どもの教育のことが少し心配です。
　そして、将来は日本で働くインドネシア人のお世話をするような仕事も
してみたいです。外国で働くのはとても不安なことです。わたしの経験が
活きるのではないかと思います。

宮城福祉会松陽宛伊藤副施設長から
　スバルカーさんが日本で勤務して以降、たいへんなことも多かった
ことと思いますが、ご利用者から愛される誠実さと優しさには、常に驚
かされています。介護をするうえで国籍は関係ないことを証明してくれ
ています。一緒に働く職員からも信頼は厚く、その優しさは我々も見習
わなければならないと感心するばかりです。後輩にあたる外国人労働
者への、良い先輩であり模範となってくれることを期待しています。

※「EPA介護福祉士候補者」とは…経済連携協定に基づいて日本の介護施設で就労・研修を
しながら、日本の介護福祉士資格の取得を目指す方々のことを言います。現在、インドネシ
ア、フィリピン、ベトナムの3か国から受け入れています。平成２０年から始まり、これまで３千
名以上の方が来日しています。

小竹 佐知子さん   JET-Care通訳

「地球の子ども通信（CCE）」

サポーターの声
　夫の仕事の関係で、20年ほど前にカナダで約2年暮らしました。帰国後、ご近所にアメリカ人のご家族が引っ越して
きて困りごとの相談を受けるようになったのがきっかけとなり、様々な外国人の生活のサポートに個人的に長く携わっ
てきました。外国語指導助手(ALT)の皆さんのサポートもできればと思い、3年前にJET-Care通訳に登録しました。
　主な活動は、ALTの皆さんが外国で取得した運転免許証を日本の運転免許証に切り替えるときのお手伝いです。具
体的には、運転免許センターでの書類審査や面接、実技試験後の試験官の注意、助言などの通訳をしています。
　日本の運転免許証取得には高い運転技術が求められますので、実技試験に1回で合格するのは簡単なことではあり
ません。不合格が続いて落ち込んだり、中には泣き出したりするALTもいます。そんなときにどう声を掛け、励ますかは
難しいところです。一方で、長くサポートしてきたALTがようやく合格し、抱き合って喜びを分かち合うこともあります。

　外国で充実した生活を送るためには本人の努力が何より大事ですが、困ったときの支えも必要だろうと思います。一緒にいると安心できる、頼
りがいのある存在として、これからもALTの皆さんの宮城での生活をサポートしていければと思っています。

「JET-Care通訳」とは…
県内の小中高などに配置されている外国語指導助手(ALT)は、日本政府招致のJET-ALTと民間会社斡旋の通称Non JET-ALTに大別されます。
JET-Care通訳は、JET-ALTが県内での生活をスムーズに送れるように、医療機関の受診、携帯電話の契約、外国の運転免許証から日本の運転免許証へ
の切り替えなどの際に通訳をする活動です。

　私達は、次代を生きる子ども達の国際感覚の育成を目的として、1992年に発足した市民ボランティアグループです。インドネシア、ラオス、カ
ンボジアといったアジアの国々の子ども達と日本の子ども達との国際交流を図っています。
　主な活動は、アジアの子ども達を日本に招待してホームステイで受け入れることと日本の子ども達をアジアの国々へ派遣することです。ア
ジアの国々の中には、食文化や生活習慣が日本と大きく異なる国があり、日本でのホームステイのときに子ども達が戸惑う場合があります。一
方で、日本の子ども達は英語があまり話せず、他国の子ども達とコミュニケシーションをとるのが難しいという面があります。そのような状況で
あっても、子ども達同士は、文化交流や生活体験の共有を通して、言葉や文化の壁を乗り越えて仲良くなっていきます。毎回のことではあります
が、国籍の違う子ども達が友情を育む様子を見ると、大きなやりがいを感じます。
　また、私達の活動に参加した経験のある各国の子ども達が集まる「国際子ども会議」を5年に1回、仙台市内
で開いています。参加者同士の横のつながりが生まれているのも嬉しい限りです。
　長く交流を続けているからこその喜びもあります。かつて私達の活動に参加した子ども達が、成長し、結婚し
てなおホストファミリーと連絡を取り合ったり、親になって自分の子どもを私達の活動に参加させたりすること
です。その中には、現在、HP制作や事業資金の援助といった形で、私達の活動を支えてくれている人々もいま
す。彼らの若い力を借りながら、今後も多くの子ども達が視野を広げ、地球上にたくさんの友達をつくるお手伝
いをしていきたいと考えています。

ライブラリーライブラリーライブラリー ライブラリーのコーナーで紹介されている図書は全て貸し出しまたは当協会図書資料室で閲覧可能です。

デシ　スバルカーさん （EPA介護福祉士）
インドネシア共和国出身
名取市在住
社会福祉法人宮城福祉会特別養護老人ホーム松陽苑勤務

宮城で働くEPA介護福祉士
　　

「外国籍児童生徒サポート事例集～多文化な子どもたちの未来をひらくために～」
「Case Studies of Assistance for non-Japanese Schoolchildren」
「外国籍学生支援事例集」
「외국국적 아동·청소년 서포트 사례집」

　この事例集は、県内の外国籍児童生徒が、学校内外でどのような支援制度を活用して、それぞれの目標を達成し
ていったかをまとめ、多言語化（日本語・英語・中国語・韓国語併記）したものです。児童生徒とその保護者、または受
け入れる学校の先生方や支援者が、その子の未来をひらくために、どのようにステップを積み重ねていけばよいの
かを検討する際の参考資料として、ぜひご活用ください。ＭＩＡ事務所でお配りしているほか、ＰＤＦ版をウェブサイト
に掲載しています。　http://mia-miyagi.jp/pdf/kodomo_casestudy.pdf

（編集・発行：宮城県国際化協会、協力：外国人の子ども・サポートの会）

会員募集中です。詳細については、右記のウェブサイトをご覧下さい。 URL：http://www.cce-sendai.jp/
日本とカンボジアの子ども達による
文化交流会「折り紙ワークショップ」

みやぎの国際活動団体みやぎの国際活動団体
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※●はイベント開催予
定日です。詳しい内容
については以下でご確
認ください。

MIAイベントカレンダー

このコーナーでは、県内の国際活動団体の2019年6月～7月の活
動予定をご紹介します。
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EVENT
DIARY 6 7月

アイコンの見方　   　　：主催   　 　：会場　　  ：時間　　   ：申し込み　　   ：参加費　　   ：電話 　　   ：FAX  　　 ：E メール 　　 ：ホームページ

「倶楽部MIA」、「MIA多言語かわら版」（日・英・中・韓・ベトナム・
インドネシア・ネパール）の最新号及びバックナンバーは、WEB
上でご覧いただくことができます。

倶楽部MIA 検 索

・

・

・

・

・

・

6月 JUNE

2・9・16・23・30日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
瑞巌寺
10：00～15：00
不要（直接現地へ）
入館料700円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

2・9・16・23・30日
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
10：00～15：00　
不要（直接現地へ）
入場料300円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

2日　
　第52回地球の子ども通信国際交流事業
　「被災地訪問から学ぶこと、共に助け合うこと、
　未来に活かすことPartⅡ」
　学習会及びホストファミリー説明会

地球の子ども通信（CCE）
仙台市桂市民センター 第2会議室
10：00～12：00
要（電話・メール・FAX）
無料
　  022-376-5382
nra55237@nifty.com
http://www.cce-sendai.jp/

9日
　歩いて巡る地域歴史散策～第48回仙台三十三
　観音巡り第二行程 12番～25番札所～

NPO法人楽遊ネットワーク宮城
集合場所：みやぎNPOプラザ（榴ヶ岡）前
集合時間：8：45
※9：00出発～15：00頃解散
要（電話・FAX・メール）
※保険をかけるため、事前申込が必要
一般2,500円 楽遊ネット会員2,000円

（小冊子・保険料込）
022-261-9869
022-261-0546
gsendai@vesta.ocn.ne.jp
http://www.eikaiwa-sendai.jp/rakuy
uu.html

19日
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所 4階 市民相談会会場
13：00～16：00
電話受付または予約なしでもOK
無料
022-261-6768

022-261-0610

20日
　2019年のナイジェリア総選挙を分析する
　－なぜ新しい風は吹かなかったのか

アフリカ・セミナーの会
仙台国際センター 交流コーナー 研修室
10：00～12：00
不要
1,000円
　  022-362-7907

28日
　第52回地球の子ども通信国際交流事業
　「インドネシアの子ども達のウェルカム
　パーティ」

地球の子ども通信（CCE）
仙台銀行ホール イズミティ21 展示室
18：30～20：30
要（電話・メール・FAX）
無料
　  022-376-5382
nra55237@nifty.com
http://www.cce-sendai.jp/

29日
　2019年 NPO法人アイカス地域日本語教育
　公開講座
　「移動する子ども」－ことばの学びをどう支え、
　どう共に生きるのか　

NPO法人アイカス国際都市仙台を支える
市民の会（ICAS）
仙台国際センター 交流コーナー 研修室
13：30～15：30(受付13：00～)
要（メール） 
※名前、住所、電話番号、所属団体を連絡
一般500円、会員・賛助会員300円
hirokotoko1003＠yahoo.co.jp

5日
　第52回地球の子ども通信国際交流事業
　「インドネシアの子ども達のフェアウェル
　パーティ」

地球の子ども通信（CCE）
仙台銀行ホール イズミティ21 交流ホール
18：30～20：30
要（電話・メール・FAX）
無料
　  022-376-5382
nra55237@nifty.com
http://www.cce-sendai.jp/

7・14・15・21・28日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
瑞巌寺

10：00～15：00
不要（直接現地へ）
入館料700円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

7・14・21・28日
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
10：00～15：00　
不要（直接現地へ）
入場料300円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

17日　
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所 4階 市民相談会会場
13：00～16：00
電話受付または予約なしでもOK
無料
022-261-6768
022-261-0610

18日
　現代エチオピアの女性たち－女性は社会変化
　を牽引できるのか?

アフリカ・セミナーの会
仙台国際センター 交流コーナー 研修室
10：00～12：00
不要
1,000円
　  022-362-7907

 7月 JULY

日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイダンス

AIM＠

【JICA東北/二本松・教師海外研修】
東北の先生たちがタンザニア連合共和国を訪問します
　JICAでは、教員の皆様方に、開発途上国の置かれている状況や国際協力
への理解を深め、教育に役立てていただくことを目的として『教師海外研
修』を実施しています。自分たちの先生が現地で見聞きし、感じたことから
作り上げる授業は、子どもたちの心にまっすぐに届きます。詳しくは「JICA
東北　教師海外研修」で検索ください！
お問い合わせ：JICA東北市民参加協力課
　　　　　　  022-223-4772　thictpp@jica.go.jp

JICA東北からのお知らせ
所在地 〒980-0811仙台市青葉区一番町4-6-1 仙台第一生命タワービル20階
TEL 022-223-4772　FAX 022-227-3090　E-mail thictpp@jica.go.jp　JICA東北ホームページ http://www.jica.go.jp/tohoku/
※JICA=独立行政法人国際協力機構（開発途上国に対する総合的な二国間援助機関で、技術協力・有償資金協力・無償資金協力を行っています）

　高校入試の仕組みなどを解説したり、学校の先生方が個別に相
談に応じたりする「進路ガイダンス」が今年も開催されます。宮城
県の公立高校の入試制度は次回から大きく変わります。正しい情
報を得る良い機会となりますので、多くの方のご参加をお待ちし
ております。
日時：8月3日（土）１３：００～１６：３０
場所：仙台市市民活動サポートセンター　セミナーホール
　　　（仙台市青葉区一番町４-１-３）
主催：日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイダンス実
　　  行委員会
共催：宮城県国際化協会（MIA）　仙台観光国際協会（SenTIA）
※中国語、韓国語、英語などの通訳付き。
　詳しくは実行委員会のウェブサイトをご覧いただくか、MIAまで
お問い合わせください。

・日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイダンス実行委員会
http://shinro-miyagi.jimdo.com/

・宮城県国際化協会（MIA）
TEL :０２２-２７５-３７９6　E-mail : mail@mia-miyagi.jp

《国際理解教育支援事業 派遣講師研修会》が開催されました

　MIAでは多文化共生を目的とした国際理解教育の推進を図る
ため、外国人講師を小中高等学校などへ派遣し、世界の多様性や
相互理解、相互扶助の大切さを理解する機会を提供しています。
その登録外国人講師を対象とした研修会が3月4日に実施されま
した。

　この研修会では主に、学校からのアンケート結果を含む実施内
容の振り返りと、講師が実際に学校で行っている活動を紹介する
ロールプレイ、グループディスカッションを行いました。グループ
ディスカッションでは学校訪問でよくある悩みをテーマに意見交
換をしました。新人の講師が経験が豊富な講師に積極的に質問
し、子ども達がより興味関心を持って参加できる活動づくりの工夫
を共有していました。中には普段の活動で使用している母国の民
族衣装や工芸品等を持参し、紹介してくれた講師もいました。
　どの講師も交流する子ども達のために真剣に考え、講師同士で
多くのことを学び合う時間となり、とても充実した研修会となりま
した。
　外国人講師の登録は随時受け付けております。ご自身や周りで
興味のある方がいらっしゃいましたら、MIAまでお気軽にお問い合
わせください。

このコーナーでは、MIA宮城県国際化協会の最近の動きをお知らせいたします。
いずれの件も、お問い合わせは ☎022-275-3796　  mail@mia-miyagi.jp  まで。お気軽にどうぞ。　
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※●はイベント開催予
定日です。詳しい内容
については以下でご確
認ください。

MIAイベントカレンダー

このコーナーでは、県内の国際活動団体の2019年6月～7月の活
動予定をご紹介します。
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DIARY 6 7月

アイコンの見方　   　　：主催   　 　：会場　　  ：時間　　   ：申し込み　　   ：参加費　　   ：電話 　　   ：FAX  　　 ：E メール 　　 ：ホームページ

「倶楽部MIA」、「MIA多言語かわら版」（日・英・中・韓・ベトナム・
インドネシア・ネパール）の最新号及びバックナンバーは、WEB
上でご覧いただくことができます。

倶楽部MIA 検 索

・

・

・

・

・

・

6月 JUNE

2・9・16・23・30日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
瑞巌寺
10：00～15：00
不要（直接現地へ）
入館料700円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

2・9・16・23・30日
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
10：00～15：00　
不要（直接現地へ）
入場料300円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

2日　
　第52回地球の子ども通信国際交流事業
　「被災地訪問から学ぶこと、共に助け合うこと、
　未来に活かすことPartⅡ」
　学習会及びホストファミリー説明会

地球の子ども通信（CCE）
仙台市桂市民センター 第2会議室
10：00～12：00
要（電話・メール・FAX）
無料
　  022-376-5382
nra55237@nifty.com
http://www.cce-sendai.jp/

9日
　歩いて巡る地域歴史散策～第48回仙台三十三
　観音巡り第二行程 12番～25番札所～

NPO法人楽遊ネットワーク宮城
集合場所：みやぎNPOプラザ（榴ヶ岡）前
集合時間：8：45
※9：00出発～15：00頃解散
要（電話・FAX・メール）
※保険をかけるため、事前申込が必要
一般2,500円 楽遊ネット会員2,000円

（小冊子・保険料込）
022-261-9869
022-261-0546
gsendai@vesta.ocn.ne.jp
http://www.eikaiwa-sendai.jp/rakuy
uu.html

19日
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所 4階 市民相談会会場
13：00～16：00
電話受付または予約なしでもOK
無料
022-261-6768

022-261-0610

20日
　2019年のナイジェリア総選挙を分析する
　－なぜ新しい風は吹かなかったのか

アフリカ・セミナーの会
仙台国際センター 交流コーナー 研修室
10：00～12：00
不要
1,000円
　  022-362-7907

28日
　第52回地球の子ども通信国際交流事業
　「インドネシアの子ども達のウェルカム
　パーティ」

地球の子ども通信（CCE）
仙台銀行ホール イズミティ21 展示室
18：30～20：30
要（電話・メール・FAX）
無料
　  022-376-5382
nra55237@nifty.com
http://www.cce-sendai.jp/

29日
　2019年 NPO法人アイカス地域日本語教育
　公開講座
　「移動する子ども」－ことばの学びをどう支え、
　どう共に生きるのか　

NPO法人アイカス国際都市仙台を支える
市民の会（ICAS）
仙台国際センター 交流コーナー 研修室
13：30～15：30(受付13：00～)
要（メール） 
※名前、住所、電話番号、所属団体を連絡
一般500円、会員・賛助会員300円
hirokotoko1003＠yahoo.co.jp

5日
　第52回地球の子ども通信国際交流事業
　「インドネシアの子ども達のフェアウェル
　パーティ」

地球の子ども通信（CCE）
仙台銀行ホール イズミティ21 交流ホール
18：30～20：30
要（電話・メール・FAX）
無料
　  022-376-5382
nra55237@nifty.com
http://www.cce-sendai.jp/

7・14・15・21・28日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
瑞巌寺

10：00～15：00
不要（直接現地へ）
入館料700円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

7・14・21・28日
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
10：00～15：00　
不要（直接現地へ）
入場料300円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

17日　
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所 4階 市民相談会会場
13：00～16：00
電話受付または予約なしでもOK
無料
022-261-6768
022-261-0610

18日
　現代エチオピアの女性たち－女性は社会変化
　を牽引できるのか?

アフリカ・セミナーの会
仙台国際センター 交流コーナー 研修室
10：00～12：00
不要
1,000円
　  022-362-7907

 7月 JULY

日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイダンス

AIM＠

【JICA東北/二本松・教師海外研修】
東北の先生たちがタンザニア連合共和国を訪問します
　JICAでは、教員の皆様方に、開発途上国の置かれている状況や国際協力
への理解を深め、教育に役立てていただくことを目的として『教師海外研
修』を実施しています。自分たちの先生が現地で見聞きし、感じたことから
作り上げる授業は、子どもたちの心にまっすぐに届きます。詳しくは「JICA
東北　教師海外研修」で検索ください！
お問い合わせ：JICA東北市民参加協力課
　　　　　　  022-223-4772　thictpp@jica.go.jp

JICA東北からのお知らせ
所在地 〒980-0811仙台市青葉区一番町4-6-1 仙台第一生命タワービル20階
TEL 022-223-4772　FAX 022-227-3090　E-mail thictpp@jica.go.jp　JICA東北ホームページ http://www.jica.go.jp/tohoku/
※JICA=独立行政法人国際協力機構（開発途上国に対する総合的な二国間援助機関で、技術協力・有償資金協力・無償資金協力を行っています）

　高校入試の仕組みなどを解説したり、学校の先生方が個別に相
談に応じたりする「進路ガイダンス」が今年も開催されます。宮城
県の公立高校の入試制度は次回から大きく変わります。正しい情
報を得る良い機会となりますので、多くの方のご参加をお待ちし
ております。
日時：8月3日（土）１３：００～１６：３０
場所：仙台市市民活動サポートセンター　セミナーホール
　　　（仙台市青葉区一番町４-１-３）
主催：日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイダンス実
　　  行委員会
共催：宮城県国際化協会（MIA）　仙台観光国際協会（SenTIA）
※中国語、韓国語、英語などの通訳付き。
　詳しくは実行委員会のウェブサイトをご覧いただくか、MIAまで
お問い合わせください。

・日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイダンス実行委員会
http://shinro-miyagi.jimdo.com/

・宮城県国際化協会（MIA）
TEL :０２２-２７５-３７９6　E-mail : mail@mia-miyagi.jp

《国際理解教育支援事業 派遣講師研修会》が開催されました

　MIAでは多文化共生を目的とした国際理解教育の推進を図る
ため、外国人講師を小中高等学校などへ派遣し、世界の多様性や
相互理解、相互扶助の大切さを理解する機会を提供しています。
その登録外国人講師を対象とした研修会が3月4日に実施されま
した。

　この研修会では主に、学校からのアンケート結果を含む実施内
容の振り返りと、講師が実際に学校で行っている活動を紹介する
ロールプレイ、グループディスカッションを行いました。グループ
ディスカッションでは学校訪問でよくある悩みをテーマに意見交
換をしました。新人の講師が経験が豊富な講師に積極的に質問
し、子ども達がより興味関心を持って参加できる活動づくりの工夫
を共有していました。中には普段の活動で使用している母国の民
族衣装や工芸品等を持参し、紹介してくれた講師もいました。
　どの講師も交流する子ども達のために真剣に考え、講師同士で
多くのことを学び合う時間となり、とても充実した研修会となりま
した。
　外国人講師の登録は随時受け付けております。ご自身や周りで
興味のある方がいらっしゃいましたら、MIAまでお気軽にお問い合
わせください。

このコーナーでは、MIA宮城県国際化協会の最近の動きをお知らせいたします。
いずれの件も、お問い合わせは ☎022-275-3796　  mail@mia-miyagi.jp  まで。お気軽にどうぞ。　
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バス停（宮城県仙台合同庁舎前）

宮城県仙台
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地下鉄北四番丁駅
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七十七銀行 AJINOMOTO

賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただ
ける個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙「みやぎの国際情報誌 倶楽部ＭＩＡ」の
　定期送付（年６回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加費の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指定
　する国内外の旅行代金の一部割引 　
　宮交観光サービス（株）　
◎企業会員については世界各国国旗の無償貸し出し、及び
　当協会の外国人スタッフ等による国際理解出前講座の
　無償提供
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（公財）宮城県国際化協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。

公益財団法人宮城県国際化協会

倶楽部

――ご出身や子どものころのことをお聞かせください。
　ジャワ島の中部チラチャップ県に生まれて、高校を卒業するまでいまし
た。首都のジャカルタから車で８時間ぐらいかかります。その昔、オランダと
インドネシアが戦ったときの遺構がいろいろ残っています。いまは工業も盛
んでセメント工場や電力会社などがあります。
　家族は父と母と１０歳違いの弟ひとりです。両親の仕事は農業です。米と
野菜を作っていました。インドネシアは暑いので米は一年に２，３回収穫でき
ます。子どものころは稲刈りなどをよく手伝っていました。インドネシアでは
成績が悪いと小学１年生から落第するので、勉強もまあまあがんばりまし
た。それから、両親ともにイスラム教徒ですので、わたしも小学生のころか
ら毎朝４時半ごろ父に起こされて、モスクに通っていました。
――日本で介護の仕事をするきっかけは？
　高校を卒業してから、ジョグジャカルタにある看護専門学校に進学しまし
た。看護の勉強をしているときに日本のEPA介護福祉士候補者（※）につい
て知りました。インドネシアでは看護の仕事は探すのも難しいですし、給料
もあまり高くありません。EPAは看護の知識も生かせると聞いて興味を持
ち、受験しました。
――では、そのときから日本語を勉強したのですね。
　そうです。受験を意識してから専門学校で日本語の勉強を少しずつ始
め、EPA合格後はバンドンで半年、日本に来てから横浜で半年、集中的に日
本語を勉強しました。日本語の勉強は面白かったですが、とにかく漢字が難
しかったです。書く練習と読む練習をたくさんしました。いまは基本的な漢
字でしたら読むのはだいたいだいじょうぶですが、手で書くのはいまでもた
いへんです。パソコンやスマートフォンでしたら書くのもOKです。
――介護の仕事はどうですか？
　名取の宮城福祉会に来たのは２０１０年１２月です。車いすの使い方、おむ
つの交換といった仕事をひとつひとつスタッフに教えていただきましたが、
当時わたしはその説明の半分ぐらいしか日本語を理解できませんでした。
分からないことばはメモしておいて、あとで調べたり教えてもらったりして
いました。
――介護福祉士の資格試験はどうでしたか？
　名取に来て最初の２年は月曜日から金曜日まで毎日２時間ずつ日本語の
勉強の時間がありました。３年目から介護福祉士の試験勉強も始めました。
先生は職場の先輩スタッフでした。先輩スタッフが仕事で忙しいときは自習
することもありました。そうして、２０１４年に受験しましたが、１点足りずに不
合格となり、帰国することになってしまいました。ですが、日本に戻りたかっ
たので自分で復習して次の年にもういちど受験して、合格しました。

――そして、また名取に帰ってこられたのですね。
　再受験のときも宮城福祉会の寮に泊めていただき、「合格したら帰って
きてね」と言われていました。とてもありがたかったです。そして、２０１７年４
月に帰ってくることができました。いまは日々の介護の業務だけではなく
て、EPAの後輩たちが全部で８人いるので週２回、かれらの日本語の勉強
のサポートもしています。
――日本に初めて来てから８年以上が経ちましたが、日本での生活には慣
れましたか？
　日本でしばらく暮らしてからインドネシアに一時帰国したときに、インド
ネシア人が仕事中に携帯電話で仕事と関係ないことをしているのを見て、
とても違和感を覚えました。知らない間に考え方や感覚が少し日本的に
なっているようです。
――日本人が外国人と一緒に働くときに注意してほしいことはありませんか？
　わたしは名取に来る前に日本語を約１年勉強しましたが、１年ぐらいでは日
本人がふつうに話す日本語は聞き取れません。ゆっくりはっきりやさしいこ
とばを使って話してもらえれば分かります。いま宮城福祉会の日本人スタッ
フはEPAの後輩たちと話すときに「やさしい日本語」で話してくれます。８年
前はだれも話せなかった「やさしい日本語」が使えるようになったようです。
――最後にこれからの目標をおしえてください。
　日本語能力試験のN2を目指します。日本語はもっともっと勉強しなけれ
ばなりません。
　それから、いまは国にいる妻と２歳の子どもを呼び寄せて、一緒に暮らし
たいです。ですが、子どもの教育のことが少し心配です。
　そして、将来は日本で働くインドネシア人のお世話をするような仕事も
してみたいです。外国で働くのはとても不安なことです。わたしの経験が
活きるのではないかと思います。

宮城福祉会松陽宛伊藤副施設長から
　スバルカーさんが日本で勤務して以降、たいへんなことも多かった
ことと思いますが、ご利用者から愛される誠実さと優しさには、常に驚
かされています。介護をするうえで国籍は関係ないことを証明してくれ
ています。一緒に働く職員からも信頼は厚く、その優しさは我々も見習
わなければならないと感心するばかりです。後輩にあたる外国人労働
者への、良い先輩であり模範となってくれることを期待しています。

※「EPA介護福祉士候補者」とは…経済連携協定に基づいて日本の介護施設で就労・研修を
しながら、日本の介護福祉士資格の取得を目指す方々のことを言います。現在、インドネシ
ア、フィリピン、ベトナムの3か国から受け入れています。平成２０年から始まり、これまで３千
名以上の方が来日しています。

小竹 佐知子さん   JET-Care通訳

「地球の子ども通信（CCE）」

サポーターの声
　夫の仕事の関係で、20年ほど前にカナダで約2年暮らしました。帰国後、ご近所にアメリカ人のご家族が引っ越して
きて困りごとの相談を受けるようになったのがきっかけとなり、様々な外国人の生活のサポートに個人的に長く携わっ
てきました。外国語指導助手(ALT)の皆さんのサポートもできればと思い、3年前にJET-Care通訳に登録しました。
　主な活動は、ALTの皆さんが外国で取得した運転免許証を日本の運転免許証に切り替えるときのお手伝いです。具
体的には、運転免許センターでの書類審査や面接、実技試験後の試験官の注意、助言などの通訳をしています。
　日本の運転免許証取得には高い運転技術が求められますので、実技試験に1回で合格するのは簡単なことではあり
ません。不合格が続いて落ち込んだり、中には泣き出したりするALTもいます。そんなときにどう声を掛け、励ますかは
難しいところです。一方で、長くサポートしてきたALTがようやく合格し、抱き合って喜びを分かち合うこともあります。

　外国で充実した生活を送るためには本人の努力が何より大事ですが、困ったときの支えも必要だろうと思います。一緒にいると安心できる、頼
りがいのある存在として、これからもALTの皆さんの宮城での生活をサポートしていければと思っています。

「JET-Care通訳」とは…
県内の小中高などに配置されている外国語指導助手(ALT)は、日本政府招致のJET-ALTと民間会社斡旋の通称Non JET-ALTに大別されます。
JET-Care通訳は、JET-ALTが県内での生活をスムーズに送れるように、医療機関の受診、携帯電話の契約、外国の運転免許証から日本の運転免許証へ
の切り替えなどの際に通訳をする活動です。

　私達は、次代を生きる子ども達の国際感覚の育成を目的として、1992年に発足した市民ボランティアグループです。インドネシア、ラオス、カ
ンボジアといったアジアの国々の子ども達と日本の子ども達との国際交流を図っています。
　主な活動は、アジアの子ども達を日本に招待してホームステイで受け入れることと日本の子ども達をアジアの国々へ派遣することです。ア
ジアの国々の中には、食文化や生活習慣が日本と大きく異なる国があり、日本でのホームステイのときに子ども達が戸惑う場合があります。一
方で、日本の子ども達は英語があまり話せず、他国の子ども達とコミュニケシーションをとるのが難しいという面があります。そのような状況で
あっても、子ども達同士は、文化交流や生活体験の共有を通して、言葉や文化の壁を乗り越えて仲良くなっていきます。毎回のことではあります
が、国籍の違う子ども達が友情を育む様子を見ると、大きなやりがいを感じます。
　また、私達の活動に参加した経験のある各国の子ども達が集まる「国際子ども会議」を5年に1回、仙台市内
で開いています。参加者同士の横のつながりが生まれているのも嬉しい限りです。
　長く交流を続けているからこその喜びもあります。かつて私達の活動に参加した子ども達が、成長し、結婚し
てなおホストファミリーと連絡を取り合ったり、親になって自分の子どもを私達の活動に参加させたりすること
です。その中には、現在、HP制作や事業資金の援助といった形で、私達の活動を支えてくれている人々もいま
す。彼らの若い力を借りながら、今後も多くの子ども達が視野を広げ、地球上にたくさんの友達をつくるお手伝
いをしていきたいと考えています。
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デシ　スバルカーさん （EPA介護福祉士）
インドネシア共和国出身
名取市在住
社会福祉法人宮城福祉会特別養護老人ホーム松陽苑勤務

宮城で働くEPA介護福祉士
　　

「外国籍児童生徒サポート事例集～多文化な子どもたちの未来をひらくために～」
「Case Studies of Assistance for non-Japanese Schoolchildren」
「外国籍学生支援事例集」
「외국국적 아동·청소년 서포트 사례집」

　この事例集は、県内の外国籍児童生徒が、学校内外でどのような支援制度を活用して、それぞれの目標を達成し
ていったかをまとめ、多言語化（日本語・英語・中国語・韓国語併記）したものです。児童生徒とその保護者、または受
け入れる学校の先生方や支援者が、その子の未来をひらくために、どのようにステップを積み重ねていけばよいの
かを検討する際の参考資料として、ぜひご活用ください。ＭＩＡ事務所でお配りしているほか、ＰＤＦ版をウェブサイト
に掲載しています。　http://mia-miyagi.jp/pdf/kodomo_casestudy.pdf

（編集・発行：宮城県国際化協会、協力：外国人の子ども・サポートの会）

会員募集中です。詳細については、右記のウェブサイトをご覧下さい。 URL：http://www.cce-sendai.jp/
日本とカンボジアの子ども達による
文化交流会「折り紙ワークショップ」

みやぎの国際活動団体みやぎの国際活動団体


